
特別講演

6月8日（土）　13：30～14：20　第1会場
司会：鳥取大学医学部　消化器・小児外科学　藤原　義之

2050年未来社会－2025大阪関西万博の意義
大阪大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学　森下　竜一

教育講演

6月8日（土）　14：30～15：20　第1会場
司会：島根大学医学部附属病院　腫瘍内科/先端がん治療センター　田村　研治

消化器疾患：最近の研究成果
大阪大学大学院医学系研究科　医学専攻 ゲノム生物学講座　がんゲノム情報学　谷内田真一

共催：ミヤリサン製薬株式会社

第27回専門医セミナー

症例１：胆膵� 6月8日（土）　15：40～16：40　第2会場
司会：鳥取大学医学部　統合内科医学講座　消化器・腎臓内科学分野　山下　太郎

症例提示者：鳥取大学医学部　統合内科医学講座　消化器・腎臓内科学分野　坂本　有里
読影者：島根大学医学部　内科学講座（内科学第二）　兒玉　康秀

読影者：広島大学大学院医系科学研究科　消化器内科学　宮本　明香

症例２：消化管� 6月8日（土）　15：40～16：40　第2会場
司会：鳥取大学医学部　統合内科医学講座　消化器・腎臓内科学分野　河口剛一郎

症例提示者：鳥取大学医学部　統合内科医学講座　消化器・腎臓内科学分野　木下　英人
読影者：山口大学大学院医学系研究科　消化器内科学　伊藤　駿介
読影者：広島大学大学院医系科学研究科　消化器内科学　山下　　賢



若手医師の会

6月8日（土）　15：30～16：50　第3会場
　高齢化社会を迎え、消化器癌の増加や逆流性食道炎や慢性肝炎などcommon diseaseとして、消化器診療の重
要性が高まっています。消化器診療を実践する若手医師の重要性が高まっています。
　本セッションを企画するにあたり、事前に若手医師や上級医に事前アンケートを行いました。そのアンケート
結果を元に消化器診療分野における魅力を再認識し、若手医師が自身が専攻する診療科を決める際に重要視して
いることは何かについて理解し、私たちが消化器診療の仲間を増やすためにどのように変わっていくべきかを考
える機会にしたいと思います。また、若手医師が抱えるキャリア形成の不安やワークライフバランスの実現に向
けた具体的な課題に対する理解を深めることで、医師としての職業満足度の向上と患者に対する質の高い医療の
提供へとつながる解決策を模索します。そのために大学病院、市中病院、個人開業のクリニックから集まった医
療関係者が、それぞれの立場から消化器診療の現状と未来について意見を交わし、若手医師の育成とその定着に
向けた具体的な提案を行い、魅力的で持続可能な消化器診療の未来を考えていきたいと思います。

エキスパートセミナー1

6月8日（土）　10：50～11：40　第1会場
司会：広島大学大学院医系科学研究科　消化器内科学　岡　　志郎

ボノプラザンを上手く使いこなしていますか？ ～発売9年でみえてきたこと～
大阪医科薬科大学　名誉教授　樋口　和秀

共催：武田薬品工業株式会社

エキスパートセミナー2

6月8日（土）　10：50～11：40　第2会場
司会：島根大学医学部　内科学講座　内科学第二　石原　俊治

クローン病治療の“もう一手 ”
チクバ外科・胃腸科・肛門科病院　垂水　研一

共催：アッヴィ合同会社



エキスパートセミナー3

6月8日（土）　10：50～11：40　第3会場
司会：川崎医科大学 消化器外科学　上野　富雄

切除不能胆道癌における新たな治療戦略　 
～イミフィンジ＋GC療法の意義と胆管炎マネジメント最前線～

国立がん研究センター中央病院 肝胆膵内科　肱岡　　範

共催：アストラゼネカ株式会社

ランチョンセミナー1

6月8日（土）　12：30～13：20　第1会場
司会：鳥取大学医学部統合内科学講座　消化器・腎臓内科学分野　永原　天和

免疫複合療法時代の肝細胞がん治療を考える
岡山大学病院　新医療研究開発センター　竹内　康人

共催：中外製薬株式会社

ランチョンセミナー2

6月8日（土）　12：30～13：20　第2会場
司会：鳥取大学医学部　消化器・腎臓内科学　磯本　　一

今どきのTNFα
川崎医科大学　消化器内科学　半田　　修

共催：田辺三菱製薬株式会社

ランチョンセミナー3

6月8日（土）　12：30～13：20　第3会場
司会：鳥取大学医学部　消化器・小児外科学分野　坂本　照尚

明日から出来る！！HER2陽性胃癌の治療戦略～手術検体の取り扱い、レジメ
ン移行の工夫、エンハーツの使いどころ～

JA広島総合病院 消化管外科　杉山　陽一

共催：第一三共株式会社



イブニングセミナー

6月8日（土）　16：50～17：40　第2会場
上部消化管、下部消化管それぞれにおけるHybrid　RAS��―Hybrid�ロボット手術―

司会：鳥取大学医学部　消化器・小児外科学　藤原　義之

若手教育・手術コストを意識した大腸癌に対するHybrid RAS
県立広島病院　消化器・乳腺・移植外科　三口　真司

胃癌手術におけるHybrid RASの有用性
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器外科学　黒田　新士

共催：コヴィディエン ジャパン株式会社

ワークショップ

6月8日（土）　15：40～17：40　第1会場
高度進行消化器がんに対する集学的治療

司会：山口大学大学院医学系研究科　消化器・腫瘍外科学　永野　浩昭
広島大学病院　がん化学療法科　岡本　　渉

鳥取赤十字病院　第一外科　齊藤　博昭
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器・肝臓内科学　堀口　　繁

WS-01  当科における胃癌腹膜転移に対する腹腔内化学療法
鳥取大学　医学部　消化器・小児外科
宮谷　幸造、高橋　朋大、牧野谷　真弘、清水　翔太、宍戸　裕二、松永　知之、坂本　照尚、 
長谷川　利路、藤原　義之

WS-02  大腸癌に対し内視鏡的大腸ステント留置後、化学療法を施行した 10 例
川崎医科大学総合医療センター
石井　克憲、谷川　朋弘、三宅　圭祐、河田　真由子、河本　博文

WS-03  直腸癌に対する集学的治療の短期成績
鳥取大学　医学部　消化器・小児外科
木原　恭一、吉田　惇、安井　千晴、石黒　諒、澤田　将平、河野　友輔、山本　学、徳安　成郎、 
坂本　照尚、藤原　義之

WS-04  進行下部直腸癌に対して長期予後改善を目指した total neoadjuvant therapy の現状
広島市立北部医療センター安佐市民病院　消化器外科
安達　智洋、清水　亘、好中　久晶、中川　直哉、青木　義朗、加納　幹浩、徳本　憲昭、 
小橋　俊彦、檜原　淳

WS-05  Vp4 合併進行肝細胞癌に対する肝動注療法と放射線治療、レンバチニブまたはアテゾリ
ズマブとベバシズマブの併用療法による集学的治療

広島大学病院　消化器内科
山岡　賢治、河岡　友和、内川　慎介、藤野　初江、大野　敦司、中原　隆志、村上　英介、 
三木　大樹、柘植　雅貴、岡　志郎



WS-06  当院における進行肝細胞癌に対する集学的治療戦略
１山口大学医学部附属病院　検査部、２山口大学大学院医学系研究科　消化器内科学
田邉　規和1,2、佐伯　一成2、江種　真穂2、西山　夏子2、佐々木　嶺2、西村　達朗2、松本　俊彦2、 
石川　剛2、山崎　隆弘1、高見　太郎2

WS-07  当科における切除不能肝細胞癌に対する集学的治療の試み
１島根大学 医学部　消化器総合外科、２島根大学　医学部　内科学講座（内科学第二）
中村　光佑1、岸　隆1、片岡　祐俊2、矢崎　友隆2、飛田　博史2、石原　俊治2、日高　匡章1

WS-08  当院における胆道癌に対するゲムシタビン、シスプラチン、デュルマルマブ併用療法の
治療成績

１岡山赤十字病院　消化器内科、２岡山赤十字病院　胆膵内科、３岡山赤十字病院　肝臓内科
奥山　隆貴1、原田　亮2、田中　駿二郎1、小島　一展1、中山　博誉1、秋元　悠2、安井　稔博1、
秋田　光洋1、歳森　淳一3、井上　雅文1、小橋　春彦3

WS-09  当院における胆道癌に対しての Durvalumab について
鳥取大学医学部　消化器・腎臓内科学
下坂　拓矢、武田　洋平、藤井　雄基、周藤　紀之、坂本　有里、濱本　航、山下　太郎、 
磯本　一

WS-10  局所進行膵癌に対する化学放射線療法による Conversion surgery の治療成績
島根大学医学部　消化器・総合外科
岸　隆、瀬名波　英子、荒川　将司、中村　光佑、日高　匡章

WS-11  UR-LA 膵癌に対する Conversion surgery 例の臨床的特徴
岡山大学病院　消化器内科
原田　圭、松三　明宏、宮本　和也、寺澤　裕之、藤井　佑樹、内田　大輔、堀口　繁、堤　康一郎、 
松本　和幸、大塚　基之

WS-12  当院における消化器癌遺伝子パネル検査の現状
１独立行政法人　国立病院機構　福山医療センター　消化器内科、 
２独立行政法人　国立病院機構　福山医療センター　病理診断科
住井　遼平1、藤田　勲生1、表　梨華2、何本　佑太1、石川　順一1、原　友太1、上田　祐也1、 
坂田　雅浩1、野間　康宏1、豊川　達也1

中国支部専攻医奨励賞

食道・胃� 6月8日（土）　8：30～8：54　第1会場
座長：鳥取大学医学部　消化器・小児外科学　松永　知之

岡山大学学術研究院　医歯薬学域　消化器肝臓内科学　川野　誠司

SR-01  術前 DCF 療法で組織学的完全奏功が得られた食道癌の 1 例
島根大学　消化器・総合外科
瀬名波　英子、松原　毅、高尾　聡、林　彦多、平原　典幸、日高　匡章



SR-02  出血と腹膜播種をきたした PDGFRA 変異陽性の胃類上皮型 GIST の一例
１独立行政法人国立病院機構　福山医療センター　内科、 
２独立行政法人国立病院機構　福山医療センター　病理診断科、 
３独立行政法人国立病院機構　福山医療センター　外科
何本　佑太1、藤田　勲生1、宇田　陽紀1、岡本　晃一1、佐藤　大直1、石川　順一1、 
住井　裕梨1、住井　遼平1、原　友太1、上田　祐也1、坂田　雅浩1、野間　康宏1、豊川　達也1、 
表　梨華2、濱野　亮輔3、柚木　宏介3、大塚　眞哉3

SR-03  排血静脈路閉塞下内視鏡的静脈瘤硬化療法で治療し得た巨大胃静脈瘤の一例
１川崎医科大学総合医療センター　総合内科学 2、２川崎医科大学総合医療センター　放射線科
河田　真由子1、石井　克憲1、小田　進太郎1、木村　美名子1、谷川　朋弘1、浦田　矩代1、 
西野　謙1、末廣　満彦1、藤原　寛康2、川中　美和1、春間　賢1、河本　博文1

胃・小腸� 6月8日（土）　8：54～9：18　第1会場
座長：山口大学医学部附属病院　光学医療診療部　橋本　真一

島根県立中央病院　内視鏡科　宮岡　洋一

SR-04  高齢胃癌患者における Geriatric Nutritional Risk Index（GNRI）の予後因子としての
有用性の検討

鳥取赤十字病院　外科
浦上　啓、齊藤　博昭、上平　憲太郎、谷尾　彬光、多田　陽一郎、山田　敬教、山代　豊、 
山口　由美

SR-05  小腸に多発白色顆粒状隆起を認めた non-celiac gluten sensitivity の一例
１浜田医療センター　消化器内科、２浜田医療センター　病理学診断科
木下　泰仁1、古田　晃一朗1、末光　信介1、斎藤　宰1、生田　幸広1、長崎　真琴2

SR-06  慢性腸管虚血に対して血管内治療が奏効した一例
福山市民病院
島田　佳祐、小林　沙代、安富　有希、丸谷　梨栄、宮本　奈実、田尻　和也、根岸　慎、名和　徹、 
十倉　健彦、内藤　洋一郎、吉川　昌樹

胆膵� 6月8日（土）　9：18～9：34　第1会場
座長：広島大学大学院医系科学研究科　消化器内科学　中村　真也

松江赤十字病院　消化器内科　串山　義則

SR-07  delayed enhancement が診断の一助となった膵上皮内癌の１例
１川崎医科大学　消化器内科学、２川崎医科大学　消化器外科学、３川崎医科大学　放射線診断学、 
４川崎医科大学　病理学、５京都府立医科大学　人体病理学
大西　遼太郎1、河瀬　智哉1、佐々木　啓壮1、佐藤　辰貴1、三宅　智雄1、多田　大和1、 
吉田　浩司1、塩谷　昭子1、岡田　敏正2、上野　富雄2、前場　淑香3、外園　英光3、 
福倉　良彦3、佐貫　史明4、柳澤　昭夫5

SR-08  GEM+nab-PTX 併用療法による膵癌化学療法中に発症した血栓性微小血管症の一例
１岡山赤十字病院　消化器内科、２岡山赤十字病院　胆膵内科、３岡山赤十字病院　肝臓内科
中山　智博1、原田　亮2、植松　凜也3、小栗　みなみ1、物部　吉伸1、田中　駿二朗1、小島　一展1、 
奥山　隆貴1、中山　博誉1、辻野　友樹1、武田　和宏1、木山　健太1、秋元　悠2、安井　稔博1、 
秋田　光洋1、歳森　淳一3、井上　雅文1、小橋　春彦3



中国支部研修医奨励賞

肝� 6月8日（土）　8：30～8：54　第2会場
座長：山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学　石川　　剛

鳥取大学医学部附属病院 消化器・腎臓内科　永原　天和

JR-01  被膜下血腫をきたした肝細胞癌破裂の 1 例
山口労災病院　消化器内科
綿田　誠、播磨　陽平、仁志　麻衣子、一杉　知毅、浦田　洋平、中村　陽平、戒能　美雪

JR-02  ソナゾイド ® の腹腔内投与により交通部を同定し得た外傷性横隔膜交通症の一例
１倉敷中央病院 医師教育研修部、２京都大学大学院 医学研究科、３倉敷中央病院 消化器内科
三谷　孟司1,2、奥山　駿佑3、萱原　隆久3、高畠　弘行3、守本　洋一3、毛利　裕一3、 
水野　元夫3

JR-03  成因不明急性肝炎後に再生不良性貧血を発症した一例
広島大学病院　消化器内科
南　博之、内川　慎介、山崎　慎太郎、小坂　正成、上平　祐輔、矢野　成樹、鳴戸　謙輔、 
網岡　慶、山岡　賢治、藤井　康智、藤野　初江、大野　敦司、中原　隆志、村上　英介、 
三木　大樹、河岡　友和、柘植　雅貴、岡　志郎

膵1� 6月8日（土）　8：54～9：18　第2会場
座長：県立広島病院　消化器・胆膵内科　芹川　正浩

岡山大学学術研究院 医歯薬学域 消化器肝臓内科学　松本　和幸

JR-04  遠位胆管癌との鑑別が困難であった膵頭部癌の 1 例
１松江赤十字病院　消化器内科、２松江赤十字病院　内視鏡科、３松江赤十字病院　検査部
平石　直人1、野津　巧1、安藤　選人1、大滝　聡美1、板倉　由幸2、多田　育賢1、花岡　拓哉1、
結城　崇史2、串山　義則1、内田　靖3

JR-05  下血を契機に診断に至り手術を施行した膵尾部 ITPN 由来浸潤癌の一例
１川崎医科大学附属病院　良医育成支援センター、２川崎医科大学附属病院　消化器内科、 
３川崎医科大学附属病院　消化器外科、４川崎医科大学附属病院　病院病理部、 
５聖マリアンナ医科大学病院　病理診断科
永田　拡之1、三宅　智雄2、大西　遼太郎2、小林　奈津季2、佐々木　啓壮2、佐藤　辰貴2、 
多田　大和2、河瀬　智哉2、佐貫　史明4、大池　信之5、岡田　敏正3、上野　富雄3、 
塩谷　昭子2、吉田　浩司2

JR-06  Gemcitabine ＋ Nab-paclitaxel 療法で病理学的完全奏効が得られた局所進行切除不能
膵頭部癌の１例

日本赤十字社　岡山赤十字病院　消化器内科
大槻　啓剛、奥山　隆貴、原田　亮、小栗　みなみ、植松　凜也、物部　吉伸、田中　駿二朗、 
小島　一展、辻野　友樹、武田　和宏、中山　博誉、木山　健太、秋元　悠、安井　稔博、 
秋田　光洋、歳森　淳一、井上　雅文、小橋　春彦



膵2� 6月8日（土）　9：18～9：42　第2会場
座長：山口大学大学院医学系研究科 消化器内科学　末永　成之

島根大学医学部　内科学講座　内科学第二　福庭　暢彦

JR-07  症例報告：集学的治療により根治後 6 年間無再発生存中の StageIV 膵扁平上皮癌
国立病院機構福山医療センター
重政　広綱、坂田　雅浩、上田　祐也、石川　順一、佐藤　大直、岡本　晃一、何本　佑太、 
住井　遼平、原　友太、伏見　崇、野間　康宏、堀井　城一朗、藤田　勲生、豊川　達也

JR-08  PanIN に 2 型自己免疫性膵炎を合併した１例
１JA 尾道総合病院　初期臨床研修医、２JA 尾道総合病院　消化器内科、 
３JA 尾道総合病院　病理研究検査科
竹口　有咲1、清水　晃典2、花田　敬士2、津島　健2、池田　守登2、延藤　大樹2、圓山　聡2、 
飯尾　澄夫2、平昭　衣梨2、北村　正輔2、片村　嘉男2、小野川　靖二2、平野　巨通2、 
米原　修治3、田中　信治2

JR-09  胃穿通による消化管出血をきたした膵仮性動脈瘤の一例
１広島市立広島市民病院　研修部、２広島市立広島市民病院　内科、 
３広島市立広島市民病院　内視鏡内科
水鶏口　隼人1、山崎　辰洋2、布引　和生2、綾　悠佑2、姫井　人美2、大森　正泰2、 
大林　由佳2、安部　真2、二宮　悠樹2、森藤　由記2、宮原　孝治2、平尾　謙2、國弘　真己2、 
植松　周二2、中川　昌浩3

胆膵・その他� 6月8日（土）　9：42～10：06　第2会場
座長：鳥取大学医学部　消化器・小児外科学　坂本　照尚

川崎医科大学　総合内科学２　谷川　朋弘

JR-10  膵液細胞診で偶発的に指摘されたジアルジア症の一例
１福山市民病院　診療部　初期臨床研修医、２福山市民病院　診療部　内科
小西　史哲1、河田　真由子2、丸谷　梨栄2、安富　有希2、島田　佳祐2、山内　美翔2、 
越智　清暁2、田尻　和也2、根岸　慎2、皿谷　洋祐2、小林　沙代2、名和　徹2、小川　恒由2、 
植木　亨2

JR-11  当院における急性胆嚢炎に対する術前胆嚢ドレナージ症例の臨床的検討
鳥取県立中央病院　外科
牧田　大瑚、織原　淳平、津田　亜由美、和田　大和、尾崎　知博、遠藤　財範、蘆田　啓吾、 
建部　茂、廣岡　保明

JR-12  後腹膜血腫で発症した正中弓状靱帯症候群の 1 例
１国立病院機構　関門医療センター　初期臨床研修医、 
２国立病院機構　関門医療センター　臨床研究部、 
３国立病院機構　関門医療センター　消化器内科、４国立病院機構　関門医療センター　外科、 
５国立病院機構　関門医療センター　放射線科
中野　すず1、戒能　聖治2,3、小川　亮3、千原　大典3、原野　恵3、坂口　栄樹3、坂本　和彦4、 
岡田　宗正5



一般演題1

胃・十二指腸①� 6月8日（土）　9：35～10：10　第1会場
座長：広島大学大学院医系科学研究科　消化器内科学　卜部　祐司

島根大学医学部附属病院　光学医療診療部　柴垣広太郎

1  Lynch 症候群に合併した胃底腺型腺癌の 1 例
１独立行政法人　国立病院機構　岩国医療センター　消化器内科、 
２独立行政法人　国立病院機構　岩国医療センター　外科、 
３独立行政法人　国立病院機構　岩国医療センター　病理診断科、 
４岡山大学　大学院　医歯薬学総合研究科　消化器・肝臓内科学
田口　健一1、田中　彰一1、田中屋　宏爾2、井関　昭子3、山崎　泰史4

2  腹腔鏡下幽門側胃切除術を施行したリンパ球浸潤胃癌の 1 例
１山陰労災病院　外科、２山陰労災病院　消化器内科
牧野谷　真弘1、安宅　正幸1、西向　栄治2、藤田　真穂1、三宅　孝典1、福田　健治1、山根　祥晃1、 
柴田　俊輔1

3  集学的治療により長期生存が得られている胃神経内分泌細胞癌の 1 例
岡山済生会総合病院
橋本　佳典、河合　大介、武田　直樹、吉成　皐、岡本　香織、大道　莉子、原田　亮一、 
西脇　聖剛、原田　馨太、藤井　雅邦、伊藤　守、石山　修平、藤原　明子、那須　淳一郎、 
吉岡　正雄、塩出　純二

4  上部消化管内視鏡検査で診断した二次性大動脈腸管瘻の 1 例
１川崎医科大学　消化器内科学、２川崎医科大学　消化器外科学、３川崎医科大学　病理学
寺林　聡一1、大澤　元保1、門田　修蔵1、三澤　拓1、笹平　百世1、松本　正憲1、葉　祥元1、 
木下　征也2、東田　正陽2、岡田　敏正2、藤原　由規2、上野　富雄2、藤本　康人3、 
塩見　達志3、半田　修1、松本　啓志1、梅垣　英次1、塩谷　昭子1

5  過去画像からみた胃底腺型胃癌の発育・進展に関する検討
島根県環境保健公社　総合健診センター
沖本　英子、足立　経一、戎谷　悠里

一般演題2

胃・十二指腸②� 6月8日（土）　10：10～10：38　第1会場
座長：島根県環境保健公社　総合健診センター　沖本　英子

岡山済生会総合病院　消化器内科　藤原　明子

6  過食により生じた急性胃拡張の１例
１山陰労災病院　消化器内科、２同外科、３鳥取大学　消化器腎臓内科学分野
西向　栄治1、孝田　博輝1、長谷川　隆1、向山　智之1、前田　直人1、謝花　典子1、 
山根　祥晃2、磯本　一3



7  IgG4 高値を呈した切除不能進行胃癌の一例
１独立行政法人国立病院機構　米子医療センター　消化器内科、 
２鳥取大学医学部消化器・腎臓内科学
原田　賢一1、山形　祥世1、角田　宏明1、松岡　宏至1、香田　正晴1、磯本　一2

8  貧血や血小板減少の精査で行った骨髄生検が診断の一助となった胃癌による播種性骨髄
癌腫症の一例

１長門総合病院、２長門総合病院　血液内分泌内科、３山口大学大学院医学系研究科  病理形態学
藤本　祐子1、山口　裕樹1、三谷　伸之1、香月　憲作2、河野　裕夫3、永冨　裕二1

9  生物学的製剤治療中に IgA 血管炎を合併したクローン病の１例
１鳥取大学医学部附属病院　消化器・腎臓内科学、２鳥取大学医学部付属病院　皮膚科学分野
金築　駿吾1、八島　一夫1、岡田　優2、荻原　諒平1、枝野　未來1、木下　英人1、 
池淵　雄一郎1、河口　剛一郎1、磯本　一1

一般演題3

胆� 6月8日（土）　10：10～10：38　第2会場
座長：山口大学大学院医学系研究科　消化器内科学　篠田　崇平

岡山赤十字病院　消化器内科　原田　　亮

10  肝内胆管癌に対する Durvalumab 治療中に多臓器不全を発症し急激な転機を辿った 1 例
１岡山赤十字病院　消化器内科、２岡山赤十字病院　胆膵内科、３岡山赤十字病院　肝臓内科
藤森　信昭1、原田　亮2、秋元　悠2、植松　凛也3、小栗　みなみ1、物部　吉伸1、田中　駿二朗1、 
小島　一展1、奥山　隆貴1、武田　和宏1、辻野　友樹1、中山　博誉1、木山　健太1、 
安井　稔博1、秋田　光洋1、歳森　淳一3、井上　雅文1、小橋　春彦3

11  右肝管が胆嚢管に合流する破格を伴った肝内結石症に対し Tornus ES（drill dilator）が
有効であった一例

鳥取大学　医学部　消化器内科
周藤　紀之、山下　太郎、關　優太、坂本　有里、紙谷　悠、下坂　拓矢、武田　洋平、 
磯本　一

12  EMRC および内視鏡的乳頭切除術にて切除した側方発育を呈する十二指腸乳頭部癌の一例
１島根大学　医学部　附属病院　消化器内科、２島根大学　医学部　附属病院　光学医療診療部
尾上　正樹1、福庭　暢彦1、兒玉　康秀1、古谷　聡1、柴垣　広太郎2、石村　典久1、 
石原　俊治1

13  当院で Full coverd SEMS を使用した 11 例の EUS-GBD についての検討
１鳥取大学医学部 機能病態内科学、２鳥取県立厚生病院
關　優太1,2、山下　太郎1、武田　洋平1、坂本　有里1、周藤　紀之1、磯本　一1



一般演題4

小腸・大腸①� 6月8日（土）　8：30～9：19　第3会場
座長：福山医療センター　消化器内科　藤田　勲生

川崎医科大学　消化器内科学　松本　啓志

14  貧血精査を契機に診断した小腸 GIST 合併の神経線維腫症１型の一症例
福山医療センター　消化器内科
岡本　晃一、豊川　達也、佐藤　大直、何本　佑太、石川　順一、住井　遼平、原　友太、伏見　崇、 
上田　祐也、坂田　雅浩、野間　康弘、藤田　勲生、堀井　城一朗

15  小腸カプセル内視鏡が発見の契機となり急速な進行をきたした小腸平滑筋肉腫の 1 例
１社会医療法人同愛会　博愛病院　消化器内科、２鳥取大学医学部　消化器腎臓内科学
安井　翔1、山本　宗平1、松本　栄二1、堀　立明1、浜本　哲郎1、岸本　幸廣1、鶴原　一郎1、 
磯本　一2

16  直腸と瘻孔形成を認めた小腸原発メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患の 1 例
１広島大学病院 消化器内科、２広島大学病院 病理診断科
重信　修宇也1、壷井　章克1、濱田　拓郎1、才野　正新1、宮原　恵美1、松原　由佳1、 
森元　晋1、平田　一成1、豊島　元1、上垣内　由季1、高砂　健1、山下　賢1、檜山　雄一1、 
瀧川　英彦1、卜部　祐司1、有廣　光司2、岡　志郎1

17  病理解剖で診断に至った関節リウマチによる腸管アミロイドーシスの一例
１鳥取大学医学部附属病院　消化器・腎臓内科、２鳥取大学医学部附属病院　病理部
荻原　諒平1、池田　衡平2、木下　英人1、池淵　雄一郎1、河口　剛一郎1、八島　一夫1、 
磯本　一1

18  直腸 MALT リンパ腫からびまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫（DLBCL）を内視鏡的に
診断しえた 1 例

１島根県立中央病院  消化器科、２島根県立中央病院 内視鏡科、３島根県立中央病院 肝臓内科、 
４島根県立中央病院 医療技術局
藤原　文1、宮岡　洋一2、大町　泰介1、日野　孝信1、塚野　航介1、小川　さや香1、 
山之内　智志1、田中　雅樹2、三宅　達也3、藤代　浩史1、高下　成明4

19  ステロイド離脱後に再燃した irAE 腸炎再燃例
鳥取大学医学部附属病院　消化器内科
池淵　雄一郎、金築　駿吾、荻原　諒平、枝野　未來、木下　英人、坂口　琢紀、河口　剛一郎、
八島　一夫、磯本　一

20  当院における潰瘍性大腸炎に対するベドリズマブの有効性に関する検討
広島大学病院 消化器内科
洪　伸有基、山下　賢、有吉　美紗、高砂　健、壷井　章克、田中　秀典、檜山　雄一、瀧川　英彦、 
卜部　祐司、上野　義隆、岡　志郎



一般演題5

小腸・大腸②� 6月8日（土）　9：19～10：08　第3会場
座長：鳥取県立中央病院　消化器外科　蘆田　啓吾

出雲徳洲会病院　消化器内科　結城　美佳

21  胆嚢十二指腸瘻による胆石性イレウスの 1 例
１鳥取県立厚生病院　消化器内科、２鳥取県立厚生病院　消化器外科、 
３鳥取大学医学部　消化器・腎臓内科学分野
藤井　雄基1、鈴木　一則2、平井　敬教1、池田　傑1、細田　康平1、三好　謙一1、野口　直哉1、
磯本　一3

22  小腸穿孔を契機に診断された小児クローン病の一例
米子医療センター　消化器外科
菅澤　健、谷口　健次郎、山本　修、奈賀　卓司

23  繰り返す腸管虚血に対し上腸間膜動脈 - 右外腸骨動脈バイパス術を施行した 1 例
鳥取県立厚生病院
漆原　正一、西江　浩、鈴木　一則、岩本　明美、後藤　圭佑

24  S 状結腸に発生した未分化多形肉腫の 1 例
１山口大学大学院　医学系研究科　消化器内科学、２山口大学医学部附属病院　光学医療診療部、
３山口大学医学部保健学科　基礎検査学分野
児玉　愛実1、伊藤　駿介1、大木　美穂1、山本　美音1、畠中　駿1、吉松　祐希1、中村　克彦1、
山本　一太1、青山　将司1、山岡　祐子1、五嶋　敦史1、浜辺　功一1、橋本　真一2、西川　潤3、
高見　太郎1

25  肛門尖圭コンジローマの一例
医療法人徳洲会　出雲徳洲会病院
宋本　暁承、吉村　美咲、石飛　ひとみ、結城　美佳、新垣　昌利、駒澤　慶憲

26  直腸原発 Ｍ ixed neuroendocrine-non-neuroendocrine neoplasms (MiNENs) の 1 
例

１萩市民病院　消化器内科、２山口大学大学院医学系研究科　消化器内科学
藤村　寛之1、五嶋　敦史2、和泉屋　勇太1、高見　太郎2

27  膣形成術後の上部直腸癌に対してロボット支援下低位前方切除術を施行した 1 例
鳥取赤十字病院　外科
谷尾　彬充、多田　陽一郎、浦上　啓、上平　憲太郎、山田　敬教、山代　豊、山口　由美、 
齊藤　博昭



一般演題6

膵� 6月8日（土）　10：08～10：43　第3会場
座長：鳥取県立厚生病院　消化器外科　岩本　明美

JA尾道総合病院　消化器内科　清水　晃典

28  IgG4 関連疾患に合併した巨大な十二指腸壁内血腫の 1 例
山口大学　医学系研究科　消化器内科学
田原　祥子、末永　成之、末廣　晴美、品川　右京、浜本　佳織、津山　高典、篠田　崇平

29  関節リウマチの治療中に発症した多発膵腫瘤の 1 例
広島大学病院　消化器内科
飯島　徳章、中村　真也、石井　康隆、辰川　裕美子、池本　珠莉、宮本　明香、中村　一樹、
古川　大、山下　由美子、岡　志郎

30  膵管内管状乳頭腫瘍 (ITPN) との鑑別が困難であった膵管癌の 1 例
岡山大学病院　消化器内科
佐藤　亮介、藤井　佑樹、服部　直、小幡　泰介、松三　明宏、宮本　和也、森本　光作、 
寺澤　裕之、内田　大輔、堤　康一郎、堀口　繁、松本　和幸、大塚　基之

31  動脈塞栓術でも止血困難であった膵腺扁平上皮癌の胃浸潤・消化管出血に対し緩和的放
射線照射が有効であった 1 例

１広島市立広島市民病院　内科、２広島市立広島市民病院　内視鏡内科
布引　和生1、姫井　人美1、綾　悠佑1、大森　正泰1、大林　由佳1、山崎　辰洋1、安部　真1、
二宮　悠樹1、森藤　由記1、宮原　孝治1、平尾　謙1、國弘　真己1、植松　周二1、中川　昌浩2

32  膵癌診断の 6 年前より膵実質の限局的萎縮を認めた１例
鳥取大学　医学部　附属病院
坂本　有里、武田　洋平、關　優太、周藤　紀之、紙谷　悠、山下　太郎、磯本　一

一般演題7

肝� 6月8日（土）　16：50～17：39　第3会場
座長：川崎医科大学総合医療センター　内科　川中　美和

広島大学大学院医系科学研究科　消化器内科学　村上　英介

33  一過性に抗ミトコンドリア M2 抗体が陽性を示した CMV 感染による伝染性単核球症の
1 例

１鳥取県済生会境港総合病院　消化器内科、２鳥取大学医学部　消化器・腎臓内科学分野
吉田　由紀奈1、下坂　拓矢1、中村　由貴1、能美　隆啓1、岡野　淳一1、佐々木　祐一郎1、 
磯本　一2

34  20 年以上無症候性キャリア状態を確認し肝生検にて肝組織像を観察した 2 症例の検討
川崎医科大学総合医療センター　総合内科学 2
伏見　崇、川中　美和、木村　美名子、小田　進太郎、河田　真由子、石井　克憲、谷川　朋弘、
浦田　矩代、西野　謙、末廣　満彦、春間　賢、河本　博文



35  核酸アナログ治療が奏功した HBV 関連肝サルコイドーシスの 1 例
独立行政法人国立病院機構　呉医療センター・中国がんセンター　消化器内科
仙波　重亮、寺岡　雄吏、加藤　尚宏、菅田　修平、奥田　康博、水本　健、田丸　弓弦、楠　龍策、
山口　厚、桑井　寿雄、河野　博孝

36  乳癌びまん性肝転移による偽性肝硬変と診断した一例
広島大学病院　消化器内科
橋本　晃、大野　敦司、山岡　賢治、藤井　康智、内川　慎介、藤野　初江、中原　隆志、 
村上　英介、河岡　友和、三木　大樹、柘植　雅貴、岡　志郎

37  腫瘍マーカー陰性で進行再発を来したβカテニン陽性肝細胞癌の一例
１鳥取県立厚生病院、２鳥取大学医学部附属病院
三好　謙一1、藤井　雄基1、平井　敬教1、池田　傑1、細田　康平1、野口　直哉1、磯本　一2

38  BRTO による胃静脈瘤治療に HCC 再発への根治的治療を行い得た NBNC 肝硬変の一例
鳥取大学医学部附属病院　消化器・腎臓内科
星野　由樹、永原　天和、木原　琢也、松木　由佳子、杉原　誉明、磯本　一

39  アルコール性肝硬変患者に発症した Edwardsiella tarda 敗血症から化膿性脊椎炎、硬
膜外膿瘍へ進展した 1 例

１広島市立北部医療センター安佐市民病院 消化器内科、 
２広島市立北部医療センター安佐市民病院 内視鏡内科
末廣　洋介1、柾木　慶一1、大家　進太郎1、長尾　暁憲1、山根　大寛1、松本　健太1、 
關藤　剛1、鴫田　賢次郎2、朝山　直樹1、青山　大輝1、行武　正伸1、福本　晃2、永田　信二1


